
出
航
し
て
波
の
上
を
静
か
に
船
が
走
る
が
、
来
る
日
も
来
る
日

も
船
端
に
砕
け
る
白
波
が
続
き
、
玄
界
灘
を
走
る
と
き
は
サ
メ

が
並
泳
し
て
い
た
。

八
月
七
日
夕
刻
、
関
門
海
峡
を
通
り
瀬
戸
内
海
を
航
行
し
て

大
阪
港
に
入
港
、
国
防
婦
人
会
、
愛
国
婦
人
会
な
ど
大
勢
の

方
々
の
出
迎
え
を
う
け
て
天
王
寺
の
大
阪
日
赤
病
院
に
入
っ

た
。
生
還
を
予
期
せ
ぬ
内
地
に
感
ひ
と
し
お
で
あ
っ
た
。
落
ち

着
い
て
軍
事
郵
便
で
田
舎
に
知
ら
せ
る
と
、
父
が
早
々
に
見
舞

い
に
来
て
く
れ
た
。

昭
和
十
七
年
九
月
十
六
日
、
原
隊
の
隣
に
あ
る
岐
阜
陸
軍
病

院
に
搬
送
さ
れ
た
。
同
年
十
二
月
二
十
日
現
役
免
除
、
退
院
、

除
隊
、
予
備
役
編
入
と
な
っ
た
が
、
昭
和
十
九
年
五
月
十
一

日
、
臨
時
召
集
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

我
が
主
計
戦
記
　 

山
梨
県
　
守
屋
高
徳
　 

昭
和
十
七
（
一
九
四
二
）
年
一
月
、
経
理
部
見
習
士
官
と
し

て
江
戸
城
田
安
門
を
通
り
第
七
中
隊
橋
本
隊
に
至
る
。
連
隊
長

鵜
飼
大
佐
、
河
田
旅
団
長
、
近
衛
師
団
長
豊
島
中
将
、
連
隊
は

明
治
七
（
一
八
七
四
）
年
軍
旗
拝
受
。
皇
太
子
隊
付
二
代
「
日

嗣
の
皇
子
の
畏
し
こ
く
も
　
在
せ
し
誉
れ
い
や
高
く
…
…
」
と

連
隊
歌
に
あ
る
。
現
在
の
武
道
館
の
場
所
は
、
将
校
集
会
所
で

明
治
建
築
の
粋
、
赤
れ
ん
が
石
造
り
、
銅
う
ろ
こ
葺
き
の
近
衛

師
団
本
部
が
あ
る
。
文
化
財
と
し
て
現
存
す
る
。

連
隊
本
部
前
に
大
理
石
の
御
立
台
が
あ
り
、
皇
太
子
（
現
天

皇
八
歳
）
が
御
立
ち
あ
そ
ば
す
。
教
練
、
乗
馬
等
過
密
で
日
の

た
つ
の
も
忘
れ
る
く
ら
い
、
一
日
も
早
い
教
育
期
間
の
終
了
を

待
つ
。
同
年
三
月
末
、
陸
軍
主
計
中
尉
に
昇
任
、
従
七
位
に
叙

さ
れ
、
経
理
学
校
に
分
遣
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

経
理
学
校
の
履
修
科
目
は
や
た
ら
と
多
く
、
寝
ず
に
読
ん
で



も
読
み
切
れ
な
い
。
中
で
も
戦
術
と
作
戦
給
養
が
大
事
で
、
こ

れ
さ
え
マ
ス
タ
ー
す
れ
ば
卒
業
出
来
る
と
。
戦
術
は
男
爵
安
東

中
佐
で
風
格
あ
り
、
現
地
戦
術
の
指
導
は
見
事
な
り
。
建
築
学

は
東
大
総
長
内
田
博
士
で
熱
心
、
時
間
い
っ
ぱ
い
、
一
分
も
残

さ
ず
講
述
す
。
後
年
文
化
勲
章
を
受
く
。

同
期
七
十
三
人
の
う
ち
東
大
二
十
四
人
で
三
分
一
を
占
め

る
。
う
ち
四
人
は
一
高
出
、
一
人
は
高
文
外
交
科
試
験
合
格
で

ビ
ル
マ
で
戦
死
す
。
同
期
生
戦
死
者
十
人
、
東
大
七
、
京
大

二
、
神
戸
大
一
、
優
秀
の
人
死
す
る
な
り
。
中
曽
根
康
弘
氏
曰

く
「
海
軍
で
優
秀
の
者
死
し
、
凡
人
の
私
が
残
る
」
と
言
わ
れ

た
が
、
陸
海
共
同
じ
か
と
の
感
が
し
た
。

昭
和
十
八
年
三
月
、
第
十
二
軍
経
理
部
員
を
拝
命
、
中
国
山

東
省
済
南
に
赴
任
。
四
代
目
喜
多
中
将
（
後
大
将
）

、
経
理
部

長
養
田
主
計
少
将
。
私
の
仕
事
は
経
理
部
本
来
の
業
務
で
な
い

対
日
還
送
物
資
の
調
達
、
押
収
財
産
（
敵
性
財
貨
）
の
処
理
、

作
戦
時
の
軍
需
集
積
、
補
給
業
務
、
占
領
地
に
お
け
る
経
済
行

政
等
で
あ
る
。
作
戦
時
の
軍
需
集
積
、
補
給
以
外
は
軍
人
で
な

く
て
も
出
来
る
仕
事
だ
。

そ
の
頃
、
戦
争
目
的
が
経
済
戦
の
様
相
を
呈
し
、
資
源
獲
得

が
主
眼
と
な
っ
て
き
た
。
北
支
の
兵
站
基
地
的
使
命
と
言
わ
れ

る
ご
と
く
、
北
支
軍
に
お
い
て
も
対
日
還
送
物
資
の
調
達
が
第

一
義
的
と
な
っ
て
き
た
。
当
時
の
日
本
は
イ
ン
ド
、
エ
ジ
プ

ト
、
米
棉
が
入
ら
ず
、
民
官
の
需
要
は
北
支
棉
花
に
頼
ら
ざ
る

を
得
な
い
状
況
で
あ
り
、
需
要
量
は
無
限
で
あ
っ
た
。
羊
毛
も

同
じ
、
皮
革
（
原
革
）
も
同
じ
。

棉
花
の
主
産
地
は
軍
管
内
臨
清
地
一
帯
で
あ
る
。
臨
清
か
ら

済
南
に
運
河
あ
り
、
曳
舟
で
棉
花
を
運
ぶ
。
済
南
に
打
包
公
司

あ
り
、
七
階
建
て
く
ら
い
の
巨
大
工
場
で
一
階
か
ら
七
階
へ
風

力
で
吹
き
上
げ
、
多
量
の
棉
を
各
階
毎
に
逐
次
圧
縮
を
重
ね
、

一
階
で
英
国
製
圧
縮
機
で
十
二
本
の
鉄
帯
で
石
の
ご
と
く
緊
結

し
、
一
個
の
重
量
一
〇
〇
キ
ロ
と
聞
い
た
。
青
島
港
に
五
千
ト

ン
ク
ラ
ス
の
船
を
待
機
さ
せ
、
貨
車
輸
送
を
行
う
壮
大
な
る
作

業
だ
。
調
達
は
軍
が
直
接
行
う
の
で
は
な
く
、
三
井
、
三
菱
、

兼
松
、
大
倉
、
日
棉
、
東
棉
の
商
社
を
し
て
収
買
せ
し
め
る
。

華
北
皮
毛
統
制
協
会
が
あ
り
、
商
社
は
統
制
会
社
の
傘
下
に

あ
っ
た
。
調
達
促
進
の
た
め
統
制
協
会
員
、
幹
部
社
員
で
構
成



す
る
一
団
に
私
が
入
り
、
警
備
兵
三
個
分
隊
を
ト
ラ
ッ
ク
に
分

乗
、
各
県
を
訪
れ
、
あ
ら
か
じ
め
割
り
当
て
が
し
て
あ
る
計
画

の
、
そ
の
達
成
の
度
合
い
、
促
進
、
達
成
困
難
な
る
理
由
、
対

策
等
を
協
議
す
る
。
実
際
は
県
に
日
本
人
補
佐
官
が
常
駐
し
、

実
権
は
こ
の
補
佐
官
に
あ
る
。

中
国
の
行
政
区
は
小
さ
く
県
人
口
十
万
前
後
が
普
通
だ
。
会

議
は
知
事
、
補
佐
官
、
幹
部
十
五
人
程
度
。
産
業
科
長
が
主

役
。
管
内
治
安
地
区
に
百
数
県
あ
り
、
一
日
に
二
県
く
ら
い
回

る
た
め
大
変
で
あ
る
。
会
後
宴
席
を
強
い
ら
れ
、
地
酒
が
で

る
。
酒
の
飲
み
く
ら
べ
、
酒
の
す
す
め
方
が
う
ま
く
、
断
わ
る

に
苦
労
す
る
。
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
だ
と
言
え
ば
す
す
め
ぬ
。
キ
リ

ス
ト
教
徒
は
禁
酒
し
て
い
る
と
一
般
に
考
え
て
い
る
よ
う
だ
。

臨
清
県
は
棉
作
地
で
農
民
慰
労
の
催
し
を
劇
場
で
行
う
。
二

階
席
が
あ
り
、
こ
ん
な
立
派
な
劇
場
が
あ
る
の
に
驚
い
た
。
私

が
講
演
す
。
日
中
は
「
同
甘
同
苦
」
日
本
は
米
英
と
戦
い
皆
様

は
物
資
供
給
の
後
方
支
援
を
と
い
う
要
旨
で
あ
る
。
棉
作
農
民

と
家
族
を
い
れ
九
割
方
が
農
民
な
の
だ
。
戦
前
の
日
本
も
同

じ
。
運
河
に
よ
る
棉
花
輸
送
は
想
像
外
の
長
距
離
で
、
中
国
人

な
ら
で
は
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
。
同
夜
、
日
本
料
亭
で
ペ
ル
シ
ャ

猫
を
見
る
。
青
き
目
を
思
い
だ
す
。
博
平
、
任
平
、
清
平
、
東

昌
、
曹
州
、
曲
阜
、
孟
県
、
高
唐
県
で
は
補
佐
官
が
言
う
「
知

事
は
匪
賊
上
が
り
だ
」
と
。
見
れ
ば
小
男
細
身
、
ど
こ
に
そ
の

よ
う
な
力
が
あ
る
の
か
。
城
門
の
と
こ
ろ
に
生
き
埋
め
の
刑
に

し
た
と
か
、
首
ま
で
土
に
埋
も
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
見
た
よ

う
な
見
な
か
っ
た
よ
う
で
記
憶
は
は
っ
き
り
し
な
い
。

曲
阜
県
で
は
知
事
・
孔
令
煌
に
会
う
。
孔
子
か
ら
八
十
数
代

の
子
孫
と
か
、
容
姿
端
麗
の
好
男
子
で
文
化
人
の
感
あ
り
。
書

を
い
た
だ
き
内
地
に
送
っ
た
が
、
見
せ
て
と
言
う
人
多
く
渡
し

て
い
る
う
ち
に
失
う
。
孔
子
■
見
事
。
各
県
に
県
城
あ
り
、
れ

ん
が
壁
で
色
は
灰
色
、
赤
色
は
な
し
。
高
さ
ま
ち
ま
ち
な
る

も
、
十
五
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
は
普
通
で
あ
る
。
城
内
は
東
西
南

北
数
キ
ロ
あ
り
、
上
に
楼
閣
存
す
。
四
隅
に
楼
の
あ
る
も
の
あ

り
。
保
安
隊
、
警
察
が
警
備
し
、
出
入
り
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

所
持
品
も
検
査
す
る
。
城
壁
を
築
く
は
難
事
な
れ
ど
欧
州
も
日

本
も
中
世
後
期
、
城
を
築
く
は
同
じ
で
、
そ
れ
だ
け
の
事
情
は

あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
孟
県
は
孟
子
の
生
地
、「
孟
母
三
遷
之
教
」

た
る
看
板
が
立
つ
。



■
州
は
禅
宗
臨
済
宗
祖
臨
済
義
玄
の
生
地
、
尋
ね
る
暇
な

し
。昭

和
十
九
年
二
月
、
河
南
作
戦
（
大
陸
従
貫
鉄
道
打
通
作

戦
）
行
動
開
始
。
鉄
道
第
六
連
隊
を
茎
軸
と
す
る
架
橋
部
隊
は

敵
覇
王
城
陣
地
か
ら
の
砲
撃
下
に
あ
っ
て
、
三
千
五
十
メ
ー
ト

ル
の
長
大
鉄
橋
を
、
列
車
も
戦
車
も
通
る
甲
橋
を
黄
河
水
上
船

か
ら
の
作
業
で
架
橋
す
る
。
難
事
中
の
難
工
事
で
あ
る
。
日
本

の
橋
梁
技
術
の
高
さ
を
示
す
。
作
業
に
従
事
せ
る
苦
力
日
に
千

余
人
、
苦
力
の
逃
走
防
止
に
は
要
所
に
軽
機
を
配
し
火
線
を
構

成
す
。
重
ね
て
有
刺
鉄
線
で
柵
を
巡
ら
し
、
犠
牲
者
数
千
に
及

ぶ
と
言
う
。

河
南
作
戦
の
た
め
軍
需
集
積
始
ま
る
。
陽
動
作
戦
上
、
黄
河

北
新
郷
か
ら
西
方
七
〇
キ
ロ
の
地
、
清
仕
鎮
駅
東
西
の
広
場
に

約
七
千
ト
ン
を
集
積
す
。
軍
は
河
南
作
戦
に
当
た
り
四
個
師

団
、
戦
車
一
個
師
団
、
七
旅
団
、
騎
兵
旅
団
兵
力
十
四
万
、
馬

三
万
頭
、
自
動
車
六
千
両
、
砲
二
百
五
十
門
、
右
に
伴
う
集
積

で
あ
る
か
ら
膨
大
で
、
主
食
、
副
食
、
加
給
品
、
患
者
食
、
根

菜
、
馬
糧
、
衛
材
、
獣
材
実
に
多
種
で
あ
る
。
作
戦
に
こ
の
よ

う
に
物
資
を
要
す
る
の
だ
か
ら
容
易
な
ら
ざ
る
こ
と
。
若
く
し

か
も
常
時
異
常
神
経
の
毎
日
だ
か
ら
上
か
ら
の
命
と
あ
ら
ば
さ

ほ
ど
に
思
わ
ず
仕
事
を
こ
な
す
も
の
だ
。

清
仕
鎮
の
集
積
を
終
え
、
兵
を
残
し
、
主
集
積
所
亢
村
鎮
に

赴
く
。
こ
れ
が
膨
大
で
気
が
狂
う
ほ
ど
送
ら
れ
て
く
る
。
三
十

ト
ン
貨
車
三
十
両
く
ら
い
を
一
列
車
と
し
て
一
日
五
列
車
も
く

る
の
だ
。
そ
れ
が
一
週
間
も
続
く
の
だ
か
ら
、
よ
く
も
物
が
あ

る
も
の
だ
。
こ
れ
で
は
日
本
も
た
ま
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
大

作
戦
と
は
申
せ
一
会
戦
の
た
め
に
で
あ
る
。
防
空
上
集
積
品
を

家
屋
に
収
納
し
在
支
米
空
軍
の
目
か
ら
そ
ら
す
。
同
時
に
雨
も

考
え
ね
ば
な
ら
ず
、
滅
多
に
雨
は
な
い
が
、
こ
の
た
め
に
庄
村

鎮
全
体
の
家
屋
の
強
制
収
用
す
る
。
語
れ
ば
尽
き
ず
、
家
を
取

ら
れ
て
も
労
務
者
と
な
り
て
男
は
全
員
と
言
う
ほ
ど
集
積
所
の

作
業
に
従
事
す
。
農
民
の
生
活
は
極
貧
。

当
所
に
■
参
謀
見
え
る
。
参
謀
懸
章
を
は
ず
し
、
ほ
お
骨
高

く
小
男
、
軍
服
よ
れ
よ
れ
風
さ
い
上
が
ら
ず
、
集
積
方
針
を
聞

く
の
で
混
合
集
積
と
答
う
。
と
こ
ろ
が
、
集
積
状
況
を
見
て
そ

の
よ
う
に
な
っ
て
な
い
と
言
う
。
混
合
集
積
は
一
万
人
分
の
各



品
目
を
揃
え
て
集
積
す
る
方
法
で
、
爆
撃
に
対
処
し
、
あ
る
品

目
だ
け
が
な
く
な
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
貴
官
の
言
う
ご
と
く

さ
れ
て
い
な
い
と
、
こ
れ
は
た
だ
も
の
で
は
な
い
と
気
付
く
。

帰
り
際
総
軍
の
■
だ
と
言
い
残
す
。

亢
村
の
集
積
が
九
分
通
り
終
わ
る
頃
、
軍
の
経
理
勤
務
隊
長

を
命
ぜ
ら
れ
る
。
編
成
は
庶
務
、
補
給
、
物
資
収
集
、
被
服
移

動
修
理
班
二
、
衛
材
、
獣
材
の
六
班
、
自
動
車
一
個
中
隊
、
輜

重
（
輓
馬
）
一
個
中
隊
、
将
校
二
〇
人
余
、
自
動
車
約
百
両
、

輜
重
車
約
百
両
、
行
軍
の
長
さ
は
六
キ
ロ
に
及
ぶ
大
部
隊
。
戦

闘
部
隊
の
進
行
に
伴
い
補
給
点
の
前
進
、
十
四
万
の
兵
、
三
万

頭
分
の
馬
糧
は
莫
大
で
一
日
と
し
て
欠
か
せ
な
い
補
給
業
務
で

難
渋
こ
の
う
え
な
し
。
蹄
鉄
大
小
各
種
、
蹄
釘
そ
れ
に
蹄
鉄
を

焼
く
た
め
の
コ
ー
ク
ス
が
送
ら
れ
る
。

黄
河
南
岸
に
卸
下
せ
し
酒
、
ビ
ー
ル
は
爆
撃
で
破
損
し
、
流

れ
て
小
川
の
ご
と
く
、
煙
草
一
億
本
は
行
先
不
明
と
な
る
。
一

億
本
は
日
本
人
に
一
人
一
本
の
割
、
五
千
本
一
梱
だ
か
ら
二
万

箱
、
こ
れ
が
無
い
と
い
う
の
だ
。
結
局
、
貨
物
■
が
ど
さ
く
さ

に
乗
じ
て
員
数
合
わ
せ
と
分
か
る
。
収
集
班
の
行
動
や
成
果
に

つ
い
て
語
る
べ
き
こ
と
多
し
。
さ
れ
ど
紙
数
限
ら
る
。
収
集
品

目
多
種
多
岐
。

禹
県
に
て
は
漢
方
薬
七
、
八
十
車
両
の
成
果
あ
り
。
禹
県
は

堯
、
舜
、
禹
の
皇
帝
の
生
地
と
さ
れ
、
黄
河
治
水
に
功
あ
り
し

聖
王
で
あ
る
。
街
の
家
並
み
整
然
と
し
、
し
か
も
立
派
で
重
厚

感
あ
り
、
川
あ
り
水
清
く
、
両
岸
に
柳
。
ま
た
薬
種
商
多
し
、

日
本
の
富
山
と
か
。
葉
煙
草
は
許
昌
に
て
収
集
す
る
。
許
昌
は

米
、
葉
煙
草
の
栽
培
で
は
中
国
随
一
で
南
洋
兄
弟
公
司
の
倉
庫

数
棟
に
収
蔵
す
。
押
収
の
う
え
青
島
■
中
公
司
に
送
る
。
貨
車

一
個
列
車
、
莫
大
な
量
な
り
。
工
場
も
巨
大
。
も
と
英
米
ト
ラ

ス
ト
を
軍
が
接
収
す
。
発
酵
工
程
ほ
か
全
自
動
で
工
場
に
入
れ

ば
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
香
り
が
濃
醇
で
心
地
よ
さ
に
去
り
難
い
思

い
が
す
る
。

主
要
金
融
機
関
の
接
収
で
あ
る
が
中
核
は
河
南
銀
行
で
あ

る
。
人
は
逃
亡
し
て
い
な
く
、
紙
幣
（
老
票
）
は
持
ち
去
ら
れ

て
金
庫
は
空
。
時
に
あ
る
が
わ
ず
か
。
苦
力
は
「
洛
陽
看
々
」

で
古
都
洛
陽
を
見
た
い
の
一
心
で
あ
る
。
同
胞
攻
撃
に
も
別
段

気
に
せ
ず
物
見
遊
山
の
体
で
、
中
国
人
の
国
家
意
識
の
欠
如
に



驚
く
。
河
南
の
地
は
古
来
中
原
で
、
中
原
を
制
す
る
も
の
中
国

を
制
す
と
言
う
。
黄
河
の
南
に
位
置
し
、
沃
土
に
恵
ま
れ
、
北

に
比
し
作
物
多
収
穫
地
帯
で
あ
る
。
小
麦
一
つ
に
し
て
も
華
北

二
尺
弱
、
河
南
三
尺
、
山
東
済
南
周
辺
の
麦
は
矮
小
で
、
南
下

し
て
徐
州
に
至
れ
ば
三
尺
も
あ
り
、
麦
の
穂
は
馬
の
胸
に
届

く
。
徐
州
を
西
進
し
■
州
に
至
り
、
西
安
の
手
前
黄
河
の
南
、

漢
口
の
北
に
位
置
す
る
広
大
な
地
で
「
中
原
に
鹿
を
追
う
」
と

い
う
天
下
の
覇
権
を
争
う
の
要
地
で
あ
る
。
後
漢
、
魏
、
西
晋

の
首
都
洛
陽
あ
り
北
宋
の
都
開
封
、
■
州
、
南
陽
、
許
昌
を
主

要
都
市
に
す
。

洛
陽
攻
略
戦
は
天
長
の
佳
節
を
期
し
た
る
も
、
雨
多
く
、
道

は
ぬ
か
る
み
と
化
し
、
戦
車
師
団
の
進
出
は
遅
延
、
敵
の
地

雷
、
速
射
砲
に
よ
る
損
耗
あ
り
。
雨
で
泥
土
と
な
り
行
動
出
来

ず
。
野
重
ま
た
同
然
。
昼
は
在
支
米
空
軍
に
悩
ま
さ
れ
夜
間
行

軍
と
な
る
が
、
砲
車
め
り
込
み
、
馬
滑
り
て
如
何
と
も
し
難

し
。
騎
兵
部
隊
は
洛
陽
西
南
方
五
十
キ
ロ
の
地
、
長
平
鎮
に
達

し
、
敵
軍
の
退
路
を
遮
断
す
。

五
月
二
十
四
日
、
総
攻
撃
開
始
。
二
十
五
日
、
攻
略
成
る
。

敵
は
精
鋭
第
一
戦
区
湯
恩
伯
軍
第
四
十
三
師
団
で
西
安
方
向
に

敗
走
す
。
洛
陽
攻
略
に
当
た
り
軍
司
令
官
か
ら
部
隊
に
「
史
蹟

保
存
に
万
全
を
期
す
る
よ
う
」
命
令
の
伝
達
あ
り
。
た
め
に
龍

門
石
仏
、
白
馬
寺
等
今
日
に
残
る
。
攻
略
の
途
次
、
大
別
山
脈

を
越
え
下
り
坂
に
か
か
る
こ
ろ
敵
機
の
攻
撃
を
受
く
。
兵
軽
機

で
応
戦
、
馬
の
す
ぐ
近
く
で
馬
驚
き
て
竿
立
ち
、
私
は
落
馬

す
。
そ
の
折
、
水
筒
へ
こ
む
。
幸
い
に
損
害
な
く
行
軍
に
移

る
。程
な
く
ド
ラ
ム
缶
数
本
を
積
み
、
ド
ラ
ム
缶
に
し
が
み
つ
く

兵
二
人
。
火
の
海
で
火
炎
し
き
り
で
、
数
本
の
ガ
ソ
リ
ン
は
容

易
に
燃
え
尽
き
ぬ
。
兵
は
火
■
の
中
、
こ
れ
ぞ
地
獄
の
火
の

車
。
左
手
片
手
で
合
掌
す
る
。
非
情
だ
。

洛
陽
に
入
っ
た
が
、
ま
ず
部
隊
に
補
給
が
第
一
。
同
時
に
都

市
周
辺
の
農
村
に
は
必
ず
菜
園
が
あ
る
。
こ
の
大
軍
が
通
れ
ば

青
い
物
は
食
べ
尽
く
す
。
イ
ナ
ゴ
の
襲
来
と
同
じ
。
だ
か
ら
菜

園
を
確
保
し
農
民
に
安
心
し
て
栽
培
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
で

な
い
と
野
菜
は
皆
無
と
な
る
。
乾
燥
野
菜
だ
け
と
は
い
か
な

い
、
野
菜
は
欠
か
せ
な
い
。
部
隊
は
通
過
地
で
、
わ
ず
か
の
駐

留
で
も
そ
の
地
お
よ
び
周
辺
で
肉
、
卵
、
野
菜
を
入
手
す
る
。



銃
に
よ
る
実
力
行
使
だ
。
農
民
も
心
得
た
も
の
で
荒
さ
れ
て
は

困
る
か
ら
、
部
隊
か
ら
必
要
量
の
申
告
を
受
け
、
極
力
住
民
が

提
供
す
る
形
を
と
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
数
日
で
行
わ
れ
る

の
だ
か
ら
驚
く
。
よ
く
し
た
も
の
だ
。

全
部
が
全
部
う
ま
く
い
く
わ
け
で
は
な
い
。
六
月
初
め
小
麦

収
穫
期
、
昼
は
黄
金
色
の
畑
も
一
夜
明
け
れ
ば
刈
り
取
ら
れ

る
、
夜
中
の
作
業
で
あ
る
。
山
川
主
計
中
佐
「
刈
る
人
も
な
し

た
だ
戦
場
の
麦
う
る
な
」
の
詩
、
麦
は
刈
り
取
ら
れ
て
い
る
の

だ
。河
南
作
戦
後
の
占
領
地
に
親
日
政
権
樹
立
が
な
い
。
軍
が
直

接
行
政
を
行
う
。
軍
政
部
長
に
特
務
機
関
長
大
佐
が
就
任
し

た
。
敵
性
紙
幣
の
流
通
、
所
持
を
禁
じ
、
違
反
者
処
罰
の
布
告

を
街
の
要
所
に
張
る
。
法
幣
と
の
交
換
比
も
明
示
す
る
。
経
理

部
は
兵
站
市
場
を
開
設
し
、
生
活
必
需
品
を
置
い
て
、
我
が
紙

幣
持
参
者
に
販
売
す
る
。
流
通
の
実
績
を
示
す
。
穀
物
、
小
麦

粉
、
塩
、
綿
布
と
極
め
て
品
数
は
限
定
す
る
。
占
領
直
後
と
は

い
え
、
貨
幣
な
く
し
て
済
む
も
の
で
は
な
い
。
物
々
交
換
に
も

限
度
が
あ
る
。
そ
こ
で
銀
行
を
開
設
、
住
民
の
要
求
に
応
え
ね

ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
軍
政
部
の
仕
事
だ
。

■
州
に
巨
大
製
粉
工
場
あ
る
も
戦
闘
で
操
業
休
止
、
従
業
員

逃
走
、
だ
が
再
開
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
従
業
員
の
復
帰
、
生
活

保
証
、
タ
ー
ビ
ン
を
回
す
石
炭
の
確
保
、
何
一
つ
と
っ
て
も
大

変
な
仕
事
で
あ
る
。
占
領
し
て
何
の
価
値
が
あ
る
の
か
。
大
陸

縦
貫
鉄
道
打
通
、
こ
れ
に
よ
り
南
方
資
源
を
内
地
に
輸
送
す
る

と
い
う
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
話
。
し
か
も
多
大
の
損
耗
を
し

て
だ
。
損
耗
分
だ
け
で
も
運
ぶ
こ
と
が
出
来
る
の
か
。
し
か
も

原
料
だ
。
消
耗
せ
し
は
製
品
だ
、
勘
定
が
合
わ
ぬ
。
そ
れ
は
今

に
し
て
思
う
こ
と
で
当
時
は
無
我
夢
中
、
批
判
な
し
で
た
だ
や

る
だ
け
で
あ
っ
た
。

昭
和
十
九
年
九
月
、
大
尉
と
な
る
。
仕
事
は
河
南
軍
政
区
に

お
け
る
経
済
行
政
で
、
な
か
ん
ず
く
経
済
開
発
に
伴
う
諸
問
題

だ
。
満
州
国
の
経
済
開
発
の
実
施
状
況
を
参
考
と
考
え
、
高
田

源
清
博
士
著
『
満
州
国
策
会
社
法
論
』
五
百
余
ペ
ー
ジ
の
大
著

を
読
み
、
河
南
経
済
開
発
の
指
針
と
考
え
、
満
州
国
と
河
南
と

の
経
済
の
実
相
の
相
違
を
比
較
考
量
す
る
も
、
中
国
経
済
の
現

段
階
の
経
済
史
的
認
識
を
要
す
る
こ
と
な
る
も
、
如
何
に
す
べ

き
や
、
思
考
混
乱
し
て
勉
強
せ
ざ
れ
ば
処
置
不
能
で
あ
る
。
だ



が
そ
の
よ
う
な
時
間
が
な
い
。
事
は
明
日
に
も
や
ら
ね
ば
な
ら

ぬ
の
だ
。

参
謀
は
北
支
に
倣
い
国
策
会
社
案
を
示
す
。
す
な
わ
ち
北
支

那
開
発
㈱
で
あ
る
。
だ
が
こ
れ
は
議
会
の
協
賛
を
要
す
る
。
そ

ん
な
大
げ
さ
な
、
し
か
も
法
案
を
作
成
す
る
な
ど
不
可
能
の

事
。
現
に
河
南
に
来
て
い
る
商
社
を
し
て
物
資
を
収
買
せ
し
む

る
。
商
社
は
進
出
前
に
敵
地
区
に
対
し
て
の
商
売
ル
ー
ト
が

あ
っ
て
取
引
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
従
来
の
ル
ー
ト
を

強
化
す
れ
ば
よ
い
。
よ
く
ま
あ
頭
が
回
る
も
の
だ
。
衣
食
住
は

軍
任
せ
、
自
分
で
稼
ぐ
必
要
が
な
い
の
で
専
心
全
力
仕
事
に
打

ち
込
め
る
。
だ
か
ら
出
来
る
の
で
あ
る
。

昭
和
二
十
年
三
月
、
帰
徳
在
の
南
京
政
府
の
和
平
軍
・
張
乱

峯
軍
に
至
り
ア
ヘ
ン
一
万
両
を
受
領
す
べ
し
と
の
「
軍
作
命
Ｊ

Ｏ
号
」
を
受
命
す
。
警
備
兵
約
三
十
人
、
開
封
禁
煙
局
よ
り
内

山
補
佐
官
、
敵
方
物
資
取
得
商
社
員
若
干
人
を
帯
同
し
、
ト

ラ
ッ
ク
に
分
乗
し
張
軍
に
赴
く
。
軍
参
謀
部
よ
り
既
に
連
絡
済

み
。
張
将
軍
、
牛
財
政
部
長
ほ
か
若
干
幹
部
と
会
い
ア
ヘ
ン

（
半
製
品
）
一
万
両
を
受
領
す
。
張
軍
に
真
島
少
尉
指
導
官
が

い
た
が
立
ち
会
わ
な
か
っ
た
。

受
領
後
、
兵
は
別
部
屋
、
我
々
は
張
将
軍
、
牛
部
長
ほ
か
幹

部
で
会
食
す
。
ホ
ワ
イ
ト
ホ
ー
ス
が
で
た
。
こ
こ
の
ア
ヘ
ン
は

柘
城
産
で
品
質
は
二
流
で
あ
る
。
牛
部
長
は
柘
城
の
出
で
熱

河
、
蒙
彊
、
邯
鄲
物
が
良
い
と
言
う
。

省
都
や
主
要
都
市
に
は
禁
煙
局
が
あ
り
、
表
向
き
は
ア
ヘ
ン

吸
煙
者
を
登
録
、
漸
次
量
を
減
ず
る
こ
と
と
す
る
。
だ
が
実
は

拡
販
は
日
本
人
で
、
ア
ヘ
ン
販
売
は
朝
鮮
人
で
、
家
に
日
の
丸

の
小
旗
を
掲
げ
て
い
る
の
で
、
中
国
人
は
日
の
丸
を
日
本
の
国

旗
と
知
ら
ず
阿
片
販
売
の
目
印
や
記
号
と
思
っ
て
い
た
。

ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
、
サ
イ
パ
ン
陥
落
等

戦
局
我
れ
に
不
利
と
な
ら
ば
、
我
が
方
の
通
貨
は
下
落
し
老
票

と
の
交
換
比
も
下
が
る
。
こ
れ
で
は
物
の
収
買
、
現
地
傭
人
の

賃
金
の
支
払
い
は
困
難
と
な
る
。
も
と
も
と
中
国
の
経
済
は
塩

と
ア
ヘ
ン
だ
と
言
わ
れ
、
こ
れ
が
分
か
ら
ぬ
と
駄
目
だ
と
言

う
。
ア
ヘ
ン
阿
片
一
両
の
値
段
は
金
と
一
定
の
比
率
に
お
い
て

動
き
、
塩
、
穀
類
と
も
常
に
一
定
の
量
と
等
価
だ
と
聞
い
た
。

彼
ら
は
ア
ヘ
ン
は
貨
幣
だ
と
言
う
。
中
国
軍
閥
の
財
源
は
ア
ヘ



ン
、
こ
れ
で
兵
員
を
養
い
、
兵
器
、
弾
薬
、
被
服
、
兵
舎
等
を

整
え
る
。

我
が
方
勢
力
圏
と
敵
勢
力
圏
と
は
異
な
る
が
接
点
は
灰
色

で
、
双
方
の
通
貨
が
流
通
す
る
。
戦
況
悪
化
で
我
が
方
の
通
貨

は
下
落
し
嫌
遠
せ
ら
る
。
最
終
は
使
え
ぬ
こ
と
に
な
る
。
そ
こ

で
ア
ヘ
ン
の
貨
幣
性
が
あ
る
わ
け
だ
。
ア
ヘ
ン
こ
そ
必
要
悪

だ
。
貨
幣
は
価
値
の
尺
度
、
権
力
に
よ
っ
て
流
通
す
る
。
戦
況

不
利
で
貨
幣
価
値
の
下
落
が
如
実
に
物
語
る
。

昭
和
十
九
年
秋
以
降
、
老
河
口
を
拠
点
と
す
る
米
支
空
軍
の

活
動
か
ら
し
て
老
河
口
飛
行
場
占
領
を
企
図
、
昭
和
二
十
年
三

月
作
戦
開
始
、
敵
は
胡
宗
南
と
季
宗
仁
軍
で
あ
る
。
私
は
補
給

を
主
と
し
、
併
せ
て
ア
ヘ
ン
を
南
陽
に
運
び
、「
南
陽
経
済
班
」

を
し
て
敵
方
の
物
資
取
得
し
商
社
に
交
付
収
買
せ
し
む
。
棉

花
、
羊
毛
、
皮
革
、
桐
油
、
漆
、
水
銀
等
、
中
に
は
金
の
延
棒

も
持
ち
込
ま
れ
る
。
桐
油
容
器
（
柳
骨
製
不
透
水
紙
を
内
外
に

張
り
）

、
漆
桶
は
ド
ラ
ム
缶
に
詰
め
替
え
る
な
ど
作
業
は
雑
多

で
あ
る
。
敵
方
物
資
商
社
は
五
・
一
五
の
三
上
卓
、
笠
松
候
補

生
な
ど
日
本
国
籍
喪
失
の
者
と
か
、
い
わ
ゆ
る
浪
人
組
で
こ
の

う
ち
「
東
秦
洋
行
」
は
三
上
卓
と
か
、
一
度
会
っ
た
気
が
す

る
。終

戦
と
な
る
。
部
隊
は
作
戦
前
の
駐
屯
地
に
帰
還
す
。
補
給

部
隊
は
進
攻
時
は
後
方
、
撤
退
時
は
ま
た
後
方
で
あ
る
が
今
度

は
危
険
だ
。
後
に
我
が
部
隊
が
い
な
い
の
だ
。
補
給
終
わ
れ
ば

即
時
撤
退
、
ア
ヘ
ン
残
量
を
■
州
に
運
ぶ
。
処
理
は
参
謀
部
の

指
示
を
待
つ
。
第
五
戦
区
劉
峙
軍
・
蕃
国
■
中
将
（
日
本
陸
士

出
身
）
は
済
南
捕
虜
収
容
所
に
収
容
さ
れ
る
。
重
慶
よ
り
山
東

に
三
民
主
義
の
宣
伝
員
と
し
て
派
遣
さ
れ
軍
に
捕
ま
る
。
兼
勤

主
計
で
あ
っ
た
か
ら
知
り
会
う
。
別
格
扱
い
で
将
校
宿
舎
の
隣

に
中
国
少
年
兵
を
当
番
と
し
、
食
事
も
将
校
食
、
温
厚
な
貴
公

子
浅
草
旭
川
第
二
十
六
連
隊
付
の
こ
ろ
の
こ
と
話
す
。
よ
っ
て

交
渉
は
順
調
で
、
兵
站
施
設
の
引
き
渡
し
物
資
も
莫
大
で
あ

る
。
し
か
し
彼
ら
に
引
き
受
け
の
能
力
な
く
収
賄
の
国
で
あ
り

何
で
も
三
割
方
ピ
ン
は
ね
る
。
こ
れ
も
戦
争
賠
償
の
一
部
た
ら

ん
と
考
え
抵
抗
す
る
が
な
か
な
か
通
ら
ず
。

そ
の
頃
、
ア
ヘ
ン
の
こ
と
を
劉
峙
軍
が
知
り
た
る
よ
う
で
あ

る
。
こ
れ
は
危
険
、
中
国
の
監
獄
に
収
監
さ
れ
た
ら
た
ま
ら



ん
。
兵
十
万
、
居
留
民
三
千
の
帰
還
の
た
め
乗
船
地
連
雲
港
に

先
遣
幕
僚
部
を
設
置
、
高
級
参
謀
を
長
と
し
て
私
も
部
員
と
な

り
■
州
を
脱
す
。
飛
行
機
で
逃
げ
た
。
飛
行
機
は
既
に
日
の
丸

を
消
さ
れ
青
天
白
日
、
飛
行
士
は
沢
登
軍
曹
で
同
じ
山
梨
県
人

で
あ
る
。

乗
船
地
に
お
け
る
経
理
勤
務
中
に
軍
未
着
。
従
来
よ
り
お
る

部
隊
、
主
に
集
結
せ
る
居
留
民
約
一
万
に
対
す
る
糧
食
補
給
で

軍
の
糧
秣
を
与
え
る
の
だ
。
連
雲
よ
り
虚
構
駅
に
至
る
線
路
の

両
側
数
キ
ロ
に
野
積
み
の
八
幡
に
送
る
石
炭
の
山
で
あ
る
。
そ

れ
の
引
き
渡
し
も
あ
る
。
数
量
の
把
握
な
ど
困
難
で
仕
事
に
忙

殺
さ
れ
る
。
汚
職
の
国
柄
実
数
量
で
は
受
け
取
ら
ず
、
と
は
い

え
石
炭
実
数
そ
の
も
の
が
つ
か
め
ず
推
定
量
と
な
る
。

南
陽
は
孔
明
「
草
盧
三
顧
」
の
地
、
臥
竜
■
を
保
護
す
る
た

め
に
鷹
森
司
令
官
よ
り
賞
せ
ら
る
。

語
る
べ
き
こ
と
多
き
も
紙
数
尽
く
。

北
支
山
西
省
を
北
か
ら
南
へ
　 

宮
城
県
　
舞
嶽
文
哉
　 

先
に
同
年
兵
の
恩
欠
者
の
方
よ
り
『
平
和
の
礎
』
の
第
十
巻

を
送
ら
れ
ま
し
た
の
で
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
読
ん

で
い
る
う
ち
に
、
ま
た
読
み
終
わ
っ
て
か
ら
、
ま
ず
こ
の
体
験

記
執
筆
者
の
方
々
が
、
軍
隊
当
時
の
模
様
や
行
動
、
そ
し
て
月

日
、
時
間
等
に
つ
い
て
明
確
に
記
載
さ
れ
て
お
ら
れ
る
こ
と
に

は
全
く
驚
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
同
年
兵
か
ら
「
ど
う
だ
軍
隊
の
思
い
出
を

書
い
て
み
な
い
か
」
と
い
う
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
皆

さ
ん
の
体
験
記
を
読
ん
で
お
り
ま
し
て
、
私
に
は
何
も
資
料
が

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
お
断
り
し
た
の
で
す
が
、
再
度
ぜ

ひ
に
と
い
う
お
勧
め
で
、「
で
は
思
い
浮
か
べ
、
ま
た
記
憶
を

呼
び
起
こ
し
て
、
ボ
ケ
防
止
の
た
め
に
」
と
い
う
気
に
な
り
、

書
い
て
み
る
こ
と
に
同
意
し
た
の
で
す
。
何
せ
六
十
年
の
前
の

こ
と
で
資
料
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
内
容
に
つ
き
ま
し




